元日 を 御 目 出たい ものと 極めた の は、 一体 何処の 誰 

か 知らないが、 世間が 夫れ に 雷同して いるう ち は 新聞 

社が 困る 丈で ある。 雑録で も 短篇で も 小説で も 乃至 は 

俳句 漢詩 和歌で も、 苟 くも 元日の 紙上に あらわれる 

以上 は、 いくら 元日ら しい 顔 をした つて、 元日の 作で 

きま もっと しわす たくま 

ない に 極って いる。 尤も 師走に 想像 を 逞しく して は 

せっき 

ならぬ と 申し渡された 次第で ないから、 節季に 正月ら 

しい 振 をして 何 か 書いて 置けば、 年内に 餅を搗 いとい 

ぞ 1 つ こ まお ま 

て、 一 夜明ける や 否や 雑煮と して 頰 張る 位の ものに は 
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